
シンチレーターCe:LSO における STED 現象の検証 
Verification of STED phenomenon in Ce: LSO 
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蛍光体の蛍光領域を誘導放出により制限し空間分解能の向上を図る STED 法(Stimulated 

Emission Depletion Method)は、可視領域における超解像顕微法のひとつで、ダイヤモンド中の窒素

不純物を観察した場合の空間分解能は約 6 nm を示す[1]。我々のグループでは、これまでに水の

窓波長域(2.4nm-4.4nm)で動作する軟X線顕微鏡の検出器としてシンチレーターを利用してきたが

[2]、Tb:LSOなどにおいて可視紫外励起－可視発光における STED現象が見出されたことから[3]、

STED 法を利用した高解像度の検出器開発を検討している。本研究では、その一環としてこれま

でに STED現象を示すことが知られていないシンチレーターの一つであるCe:LSOにおいて STED

現象の確認を行った。 

Ce:LSOの発光スペクトルはλ=400nm付近で最大発光強度を示し、波長 600nmまで裾を引く構

造を示す [2]。今回は STED波長としてλ= 510nmを選びλ=400nmの最大発光強度を観測するこ

とにした。実験配置を図 1 に示す。シンチレーターの発光には UV ランプを用い、波長可変レー

ザー[4]及び広帯域ベクトル偏光生成光学系[5]を用いて任意の波長におけるアジマス偏光光を生

成し、ダイクロイックミラーにより試料

への照射およびシンチレーター発光と誘

導放出光の分離が可能である。図 2 に、

試料面におけるアジマス偏光光および誘

導放出によりシンチレーター発光が抑制

された様子を示す。アジマス偏光光は多

少歪んでいるが中心部に暗黒点が見え、

対応するシンチレーター発光画像におい

てはその部分のみが発光しその点を中心

としてアジマス偏光光が照射されている

部分が消光されていることが確認され

た。 

[1] E. Rittweger, et al., Nature Photo. 

22, (2009) 144. 

[2] T. Ejima et al., AIP Conf. Proc. 1234, 

(2010) 811. 

[3] M. S. Alekhin, et al., Opt. Express 

25, (2017) 1251. 

[4] N. Shinozaki et al., ibid. 

[5] T. Wakayama et al., ibid. 

 

図 1  実験配置。 

  

図 2 アジマス偏光光(左), と誘導放出抑制により消光

されたシンチレーター発光(右)。 
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